
基礎仕様計画書
2008年 03月 05日

地盤調査 YMグ ループ
FAX    03-5638‐ 2584
TEL    03‐ 3635口8691

ビルゲー様名 いいひ住まいの設計舎

査 日 2nnRttn魚 日n盆 日

査方呈 スウェーデン式サウンディンゲ試験
定方法 モ雪

こ日
 1 「 ｀

地 | の種 粘 !土、砂 土

許 罫支持力 20KN/『ず身む嵩

基礎仕様の判定 仕様

直
接
基
礎

布基礎

基礎形状は建設省告示第134フ 号の規定以上としてく
ださい。

べた基礎

その他

地
盤
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○

表層改良

湿式柱状改良 〇
コラム6000、支持層現状GL‐3.25m～‐4.Om以深、配置
間隔2.Om以内とし、最低20本以上を満たすこと。※1

小回径鋼管杭

既製
コンクリート杭

その他
改良工法 O

報告書表紙豪に記載の改良工法のご検討も可能となりま
す。

※地盤改良工事の場合、工事後の基礎形状は布基礎、べた基礎どちらでも対応可能となります。

※地盤改良後の布基礎の幅は鋼管杭で360mm以 上、その他で450mm以 上としてください。
※1構 造計算により、基礎の安全性が確認出来た場合は④2.0以上でも可能となります。

考 察

※地盤改良工事を行う場合は、J!0の現場検査が必要になりますので、ご留意ください。
※ 改良体が擁壁底盤上に載る設計の場合は、設計審査で改良長が変更になる場合があります。
※上記基礎仕様の判定を満たした上で、工法の決定はビルダー様が行つて下さい。
※判定に関する問い合わせは、J10地盤解析課 TEL:03‐3635‐8691、FAX:03‐5638‐2584までお願いします。

建物荷重の応力範囲内において安全値を割つた緩い層が分布しており、予定建築物の載荷重により不同沈
下の可能性が高い地盤であると推察されます。上記地盤改良工事を行い、建物の長期的な安定を確保する
ことが適当であると考察致します。         予


